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雑 交 の 舞台 を 提供 し て 間接 的 に これ を 促進 させ て いる 外因 は , 「 産 地 の 末 期 的 症状 (採集 の 影響 大 ) 三 積雪 」 で あ 
る と 思う . 

な お , 本 講演 で 初め て , 逆 雑 交 (7aponica の 受胎 の う を 付け た pxtziloi ゞ を 野外 で 採集 ) に こよ ょ る 種 間 雑種 の 幼 躍 , 
螺 を 示し た . 








13. 鱗 期 目 成虫 の 期 の 斑紋 の 定量 的 解析 小 池 久 義 ・ 酒 井 清 六 ( 関 東 ) 


慣 虫 の 分 類 と くに 形態 に つい て は 今 ま で 定性 的 表現 が 多く , 定量 的 な 表現 が 比較 的 少な か っ た . 蝶 の 殖 の 場合 $ 同 
様 で 半 は 分 類 上 重要 な 部 分 で や る に も ゃ か か わら ず , 計量 的 な 扱い の な され て いる の は 翔 長 な ど 数 例 に 過ぎ な い . 
演者 ら は この 炎 の 斑紋 の 計量 的 解析 を 試み 昆虫 の 自動 識別 を 目的 と し て 研究 を 行っ た . 
斑紋 解析 に は photo pattern analyser を 用 い , 贅 の 面積 測定 , 斑紋 解析 の 測定 条件 , 再現 性 面積 の 直線 性 な ど 
に つい て 検討 し , 本 目的 に よく 合致 する こと を 確 め た . 

斑紋 解析 に は 濃淡 測定 , 等 濃度 測定 が 可能 で , Pzeris な ど で は 前 者 で 十分 だ が , 精密 分 本, 斑紋 の 複雑 な 種 に 対 
し て は 後者 を 適用 し た 方 が 良い . 

この 方 法 を 用 い , Colias ergfe poliographus お よび C. hyale の 前 殖 に つい て 比較 を 行い , 両者 の 顕著 な 差 は 面 
積 に 見 られ , 前 者 348.20mm?, 後者 244.16mm? で あり , 斑紋 は P.D. 25502%, 50~752 の 範囲 は C. erate の 方 が 
著しく 多い が , 75100% で は C. kyale の 方 が 6 倍 も 多かっ た . 最も 濃い 0 一 25 多 で は 両 種 間 に 差 が な か っ た 。 






































14. 鱗 競 目 と 同 凌 目 お よび 膜 期 目 昆虫 と の 相互 関係 成立 に つい て の ある 推論 田中 番 (東海 ) 











鱗 不 目 と し て シジミ チョ ウッ 科 を と りあ げ , アプ ブラ ムシ ・ ツ ノ ゼ ミ な どの 同 殖 目 と アリ と の 関係 が どの よ うな 過程 で 

成立 し た か を 推論 し た . 

1. シジミ チョ ッ 科 の 分 類 系統 図 に お ける アリ お よび 同 素 目 と の 関係 の 分 布 か ら , これ ら の 関係 は トシ ジミ チョ ュ ョ ッ 科 全 
体 に 本 質 的 に 備わっ た 内 在 要因 に よっ て お り , その 発現 の 引き 金 は 時 代 を か え ぇ 環境 を か えて , 多 源 的 に 働い た . 

2. 原始 幼虫 が 具 % て いた 背 , 背 側面 に ちる 表皮 分 泌 腺 の 存在 と , 生活 の 多様 化 に 応じ た これ ら の 特異 な 発達 が , ア 
り と の 共存 関係 を 成立 させ た . 

















3. シジミ チョ ッ ツ 科 幼虫 が アリ の 栄 中 生活 者 と し て 適応 する た め の 前 適応 習性 と し て , 植物 組織 へ の 窪 孔 性 と 後退 歩 
行 性 が ある . 

4. アリ の 生息 する 自然 環境 は , その 造 巣 習性 と も 関係 が あり , 同一 自然 環境 に 棲 や シジミ チョ ッ と の 間 に 関 連 が 見 
られ る . 











5. 同 次 目 と の 関係 , ある い は 肉食 性 へ の 道 を 拓く 現象 と し て アリ 植物 が あり , そこ に 造ら れ た ア リ の 巣 中 で は 三 者 
が 極度 に 濃縮 され た 状態 に お か れる . また 虫 妨 の 存在 ぉ 無 祝 で き な い . 





15. オオ ムラ サキ に つい て の 二 三 の 観察 ・ 実 験 森 中 定 治 ・ 小 池 久 義 ( 関 東 ) 





チュッ の 誘引 物質 と し て , 腐敗 し た 果実 , 貴 乳 類 の 排 洪 物 な ど は よく 知ら れ て いる と ころ で ある が , 筆者 ら は 昭和 
53 年 7 月 1 一 2 日 , 7 月 15 一 16 日 に 山梨 県 下 に お いて オオ ムラ サキ の 誘引 性 , 他 に 関す る 二 三 の 実験 観察 を 行っ た の で 
報告 する . 

第 1 の 実験 と し て , 腐敗 し た 果実 単 味 . アル ュー ル 単 味 , 腐敗 し た 動物 重 貼 な ど を 用 いて 誘引 実験 を 行っ た 結果 , 
オオ ムラ サキ は 植物 性 腐敗 物 に 誘引 され , コム ラサ キ は 動物 性 腐敗 物 に 誘引 され る こと が 判明 し た . さら に 次 の 観察 
に お いて オオ ムラ サキ は 動物 の 排 洪 物 に も 誘引 され る こと が 判明 し た . 

次 の 実験 で は 果実 の エッ セン ス (人 工 香料 ) を 用 いた が , これ ら も オオ ムラ サキ の 誘引 性 を 示し , さら に は オオ ム 
ラサ キ は 吸水 の た め だ け に も ゃ 飛来 する こと が 明らか と な っ た . な お , 本 実験 の 補足 と し て オオ ムラ サキ の 日 周 活動 を 
調査 する た め , 一 定 空間 内 の 飛来 数 を 経時 的 に 測定 し た 結果 , 午前 9 一 10 時 が 29 一 51 と 最大 の 測定 数 を 示し た . 

オオ ムラ サキ を 含め 何 種 か の タテ ハチ ョ ッ は , その 嗜好 隆 に 関し て ある 程度 の 分 類 が で きる と 考え られ る . た だ し , 
その 有効 陸 の 発現 に は , 設置 場所 の 高 さ , 日 当り , 色彩 , 活動 空間 ・ 時 間 と の 関係 さら に 成虫 の 成熟 度 な ど オ リ ジ ナ 
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ル な 効力 以外 の 自然 要因 が 大 きく 関与 し て いる と 考え られ る . 


16. フィ リピ ン 産 ソト グ ロカ パタ テハ と キミ スジ の 幼生 期 中 西 明 徳 ・ 福 田 晴夫 ・ 二 町 一 成 ( 九 州 











1978 年 8 月 フィリピン の ルッ ソン 鳥 と レイ テ 島 で ソト グロ カバ タテ スハ 、 Rhinopalpa polynice Cramer と キミ スジ 
Symbrenthia javanugs Staudinger の 幼生 期 を 観察 する 機会 を 得 た . ツ ト グ ロカ バタ テハ の 食 草 は イラ クサ 科 の 
Poikilospermum acuminatum で , 幼虫 は 葉 表 で 単独 生活 を する の が 観察 され た . 1 齢 幼 昌 は きわ め て 特異 な 形態 
を 示し , 前 胸 硬 皮 板 お よび 中 胸 一 第 10 腹 節 の D 東毛 基部 が 長い 球状 に 突出 する . キミ スジ は 野外 で イラ クサ 科 の オ 
オォ イソ が ネ 属 を 食べ る の が 観察 され た . 卵 は 食 草 葉 裏 に 卵 塊 と し て 産 付 され , 幼 躍 は 葉 裏 に 生活 し , 初 齢 か ら 終 過 ま 
で きわ め て 強い 群集 性 を 示し た . この 習性 は 室 谷 ら (1967) が 報告 し た 台湾 産 の 本 種 の 習性 と 全く 異な っ て いる . 

1 齢 幼 の 一 次 刺 毛 配列 , 2 齢 一 終 秀 幼 虫 の 球状 突起 配列 は ッ ト グ ロカ バタ テハ が Kallima, Precis, Hypolimnas 
属 な ど に , キミ スジ が Arascknig 属 に 類似 する こと を 示し た . 


























17. フィ リピ ン 産 シロ チョ ウ 科 の 幼生 期 に つい て 矢田 佑 ・ 福 田 晴夫 ・ 三 町 一 成人 州 ) 











1978 年 7 月 29 日 か ら 8 月 29 日 まで , ルッ ン を 中 心 に ミン ダナ オォ , レイ テ に お いて 蝶 類 の 幼生 期 の 調査 を 行っ た . そ 
の 結果 , シロ チュ ッ ウッ 科 に つい て は 7 属 13 種 の 幼生 期 を 調べ る こと が で きた . 調べ えた 種 は , Eurema hecabe, 万 . 
alitha, E. sarilata, E. blanda ( 落 , 1 齢 の み ), Catopsilia pyranthe, C. pomona, C. sc?772 ( 卵 , 1 齢 の み ), 
Gandaca harina, Pareronia boebera, Lepiosia nina, Appias libythea, A. lyncida, Delias diaphana? (2 
へ 5 齢 まで ). この 調査 で 新た に つけ 加え られ た 知見 と し て は , ① ル ッ ソン に お ける 4ppias yncida の 食 草 が フッ チョ 
ウッ ソウ 科 の Capparis zeylanica L. で ある こと , ②⑨Gandaca haringa に つい て は , 踊 化 前 の 幼虫 が 特有 の 巣 を つく 
り 由 を 隠す 習性 の ある こと , ③ Pareronia boebera の 食 草 と し て は , 1973 年 に 福田 が 調べ た フウ チョ ウソ ツウ 科 の 
Capparis 07779g に 加え , Appias lyncida の 食 草 と 同じ Capparis zeylanica を 確認 し た こと な ど で あ る . 
Pareronia boebera は 卵 の 形態 , 1 齢 幼虫 の 頭 部 刺 毛 配列 , 幼虫 の 尾 端 が 二 叉 する こと , 螺 の 麹 の 外縁 が 著しく 突出 
する こと な どの 諸点 で , アフ リカ の eZZe7oz7g buquetii の 幼生 期 (Van Son, 1949) と 極め て 類似 し て お り , 
Pareronia 属 と Nebheronia 属 が 近 縁 の 代 置 属 で ある 可能 性 が 極め て 高い と 思わ れる . 




















18. 最近 アメ リカ か ら 移 入 さ れ た ツ ト ガ の 1 種 に つい て 井上 寛 (関東) 














私 の 自宅 (埼玉 県 入間 市 ) の 灯火 に 昨年 9 月 に 飛来 し た ツ ト ガ の 1 9 は, 今年 に 入る と 6 月 か ら 9 月 まで の あい だ 
こ , 無数 に 飛来 し , 同じ 市 内 に ある 大 妻 女子 大 の キャ ン バ パス の 芝生 に ゃ 多発 し て いる の が 観察 され た . 

この 峨 は , 北ア メリ カ で 芝生 や 牧草 を 食べ る ツ ト ガ と し て Bluegrass webworm と よ ば れ て いる 種 と 同じ で , 比 
較 的 新しく 日 本 に 侵入 し て 来 た も の で ある . 

日 本 に お ける 本 種 に つい て は , 芝生 に 寄生 する 害虫 に 関心 を も つ 人 た ちの あい だ で は 既に 知ら れ て お り , シバ ッ ト 
が と 名 付け られ て いる . 学名 は Parapediasia tetecrrella (Zincken) だ が , 所 属 に つい て は 疑問 で , いずれ 新 属 が 
つく られ る は ず で ある . アメ リカ で は , 1930 年 に 本 種 の 生活 史 や 生態 が 詳し く 研 究 さ れ て いる の で , それ ら を まじ え を 
て 報告 し た . 

















19. オオ シモ フリ スズ メ の 分 布 秘 繁 郎 ( 関 東 ) 


Langia zenzeroides Moore オオ シモ フリ スズ メ は , 世界 的 に 一 属 一 種 で , 年 1 化 , 早春 に 羽化 し , スズ メガ 科 と 
し て 異例 の ギフ チュ ッ 型 の 生活 環 を も つ . 日 本 で は 中 部 以西 に 分 布 し , 瀬戸 内 海 沿岸 か ら 北 九州 , 対馬 に わた っ て 多 
産地 が あり , 朝鮮 半島 に 連なる . しかし, 東海 地方 , 紀伊 半島 , 四国 南部 (高知 県 に は 数 産地 が 既知 ), 九州 南部 ( 態 
本 県 の 内 陸 に 2 産地 が 既知 ), 屋久 島 に か け て 分 布 を 欠い て いる . 東 限 は 太平 洋 側 で は 愛知 県 小原 村 , 岐阜 県 中 津川 
市 付近 , 日 本 海 側 で は 富山 県 宇奈月 町 で ある . 幼虫 は ウメ , モモ , スモ モ , アン ズ , ツ ソメイヨシノ な どの 人 外来 植物 園 
芸 積 物 の みか ら 見 出さ れ , その 棲息 様式 は きわ め て “人 里 的 ” で ある . この 種 は 国外 で は ヒマ ラ ヤ 南 麓 か ら 中 国 南部 
・ 台湾 を 経て 日 本 に 至る 典型 的 な と マラ ヤ 系 の 分 布 パ ター ン を 示す . アッ サム で を ぁ 果樹 園 の “apple, pear, cherry, 
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